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【金融円滑化法の終了】
中小企業金融円滑化法終了後について、各方

面から心配の声が上がっています。金融機関サ
イドからは、円滑化法終了後も引き続き同様の
支援を継続していくといった声も聞こえてきま
すが、実際にはどうなっていくのでしょう。少し
整理してみたいと思います。
中小企業金融円滑化法の正式名称は、「中小企

業者等に対する金融の円滑化を図るための臨時
措置に関する法律」で、平成21年秋の政権交代を
機に立法化されたものです。政権交代からわず
か２ヶ月強というタイトなスケジュールで成立
した法律で、まさに、政治主導の法律だと言うこ
とが出来ます。中小企業金融円滑化法の趣旨は、
貸し剥がし等の厳しい状況にある中小企業を支
援するため、貸付条件の変更に極力努めるよう
金融機関に要請しています。当初、中小企業金融
円滑化法は平成23年３月末までの時限立法でし
たが、期限が二度に渡って延長され、現状の中小
企業金融円滑化法の期限は、平成25年３月末と
なっています。
中小企業にとっては貸付条件変更が容易に

なったというメリットがありました。また、金融
機関サイドのメリットも大きなものがありまし
た。従来、貸付条件の変更をした債権は、一定の
引当金を積み増すことが要求されていましたが、
この条件が大きく緩和されたのです。つまり、
ルールの変更により引当金を積む必要が無く
なったのです。（正確には積む金額が減額）引当

金とは、貸付先が倒産して焦げ付きが発生する
ことを見込んで、貸付金の一定割合を費用とし
て計上しておくものです。その一定割合とは、貸
付先の財務状況や貸付状況により異なっていま
す。このルール変更により、金融機関は自らの財
務をさほど痛めることもなく、リスケジュール
を実施できたと言えます。
この法律が終了するということは、金融機関

のルールも、また元に戻るのです。金融庁の検査
は、すでに厳しい目線で行われているようです
ので待ったなしでしょう。巷で話題となってい
る隠れ不良債権とは、このことを言います。つま
り、このルールを最大限活用した金融機関は、
ルール変更により大きな影響がでます。膨れ上
がった不良債権減少に向けた舵取りが予想され
ます。
一方、中小企業にとっても変化は避けられな

いと考えます。すぐさま貸し剥がしが行われる
ことはないと信じますが、企業選別は避けられ
ません。まずは、リスケジュール延長のハードル
が高くなることが予想されます。結果、無理な返
済を要求されることになり、貸し剥がしと何ら
変わりないことが起こり得るでしょう。金融の
ルール変更を一方的に押し付けられるのだけは
勘弁願いたいです。
では、どうしたら良いのか、次回以降述べてい

きたいと思います。
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